
平成２５年度 当初予算案

主要事項説明資料

文 化 環 境 部



文化環境部

事　　　業　　　名　 担当課（室）

文化環境 １ 　｢夢・未来｣スポーツ拠点整備費 ス ポ ー ツ 振 興 室

２   ｢文化のみやこ・京都｣推進事業費
文 化 政 策 課
文 化 芸 術 振 興 課

３   こころを育む古典の日推進事業費
文 化 政 策 課
学 校 教 育 課

４   ｢こころの京都百選｣巡回展開催費 文 化 芸 術 振 興 課

共　　通 ５ 　新・世界遺産事業費 共 通

文化環境 ６ 　ゼミナールハウス施設整備費 文 化 政 策 課

７ 　祇園祭山鉾懸装品新調事業費補助金 文 化 政 策 課

８ 　こころのふるさと京都の文化財保護事業費 文 化 政 策 課

９ 　北山文化環境ゾーン整備費
文 化 政 策 課
府 大 学 振 興 課

10 　四季の彩り事業費 文 化 政 策 課

 11 　私立学校教育振興補助金 文 教 課

12 　私学学校修学相談センター支援事業費 文 教 課

13 　未入園児一時保育事業費
文 教 課
こ ど も 未 来 課

14
　京都府公立大学法人運営費交付金
　京都府公立大学法人施設設備整備資金貸付金

府 大 学 振 興 課
医 療 課

15 　医科大学附属病院機能強化検討費
府 大 学 振 興 課
医 療 課

共　　通 16 　｢エネルギー自給・京都｣推進費 共 通

文化環境 17 　不法投棄等防止対策事業費 循 環 型 社 会 推 進 課

18 　産業廃棄物３Ｒ支援センター事業費 循 環 型 社 会 推 進 課

19 　海岸漂着物地域対策推進事業費 循 環 型 社 会 推 進 課

20 　生物多様性戦略総合対策事業費 自 然 環 境 保 全 課

21 　山陰海岸世界ジオパーク推進事業費 自 然 環 境 保 全 課

22 　丹後海と星の見える丘公園整備費 自 然 環 境 保 全 課

23 　新規国定公園指定調査費 自 然 環 境 保 全 課

24
　＜水道事業会計＞
　府営水道施設更新・耐震化事業費

建 設 整 備 課

25
　＜工業用水道事業会計＞
　工業用水道施設更新・耐震化事業費

建 設 整 備 課

26
　生活・交通基盤整備事業費
　農林水産業基盤整備事業費
　流域下水道建設費

自 然 環 境 保 全 課
水 環 境 対 策 課
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 「夢・未来」スポーツ拠点整備費

予 算 額 ８０５，０００千円 新規・継続の別 新規・一部継続

１ 目 的

京都トレーニングセンター（仮称）をはじめとする府立運動公園や、

専用球技場等、スポーツ拠点を整備することにより、京都のスポーツ

振興を図る。

２ 内 容

事 業 内 容
事 項 概 要

目 的 ①京都トレーニングセ 丹波自然運動公園における京都トレーニングセ

対 象 ンター（仮称）整備 ンター（仮称）及び宿泊棟の整備（合築）

方法等 費 （新規） 689,000千円

②運動公園施設充実費 山城総合運動公園における弓道場整備

（新規） 48,000千円

③専用球技場整備費 専用球技場整備に向けた用地測量、造成設計、

自然環境に配慮した工事の進め方の検討等

60,000千円

④広域的スポーツ施設 広域的スポーツ施設の整備を実施する市町村へ

充実支援費 (新規) の支援 8,000千円

担当課・担当名 スポーツ振興室 振興担当 課・担当 電話番号 075-414-4252

文化環境－１



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 「文化のみやこ・京都」推進事業費

予 算 額 １９３，７００千円 新規・継続の別 一部新規

１ 目 的
「京都こころの文化・未来創造ビジョン」の策定を契機として、次世

代に文化を継承するとともに、文化力による京都の活性化を一層推進

２ 事業内容
（単位：千円）

事 業 名 称 事 業 内 容

１ 文化を担う人づくりの推進 54,20 0

次世代文化体験・継承 有識者等による協議会（文化の知恵袋）を設け、京

事業費 都ならではのほんまもんの若手人材による学校での (26,200)

体験事業等を実施

全国高校生伝統文化フ 次世代の文化活動の夢や希望、目標の場となる『伝

ェスティバル開催費 統文化の甲子園』をコンセプトとした活動発表ステ (20,000)

ージを実施

お茶といけばなの祭典 国民文化祭のテーマ「こころの文化」の継承を図る

開催費 ため、「お茶」や「いけばな」の祭典を実施 (8,000 )

事 業 内 容 ２ 次なる「ほんまもん」の育成 21,30 0

次世代文化体験・継承 若手育成や次世代鑑賞の取組等を行う古典芸能公演 (26,200)

目 的 事業費 への支援を実施 再掲

対象 ほんまもんの京文化発 京都文化の魅力を発信し､文化力の向上を図るため､

方 法等 信事業費 ｢ほんまもん｣の文化芸術に触れる機会を創出 (21,300)

３ 個 性豊 かな文化圏の創造 53,50 0

みやこ文化圏推進事業 みやこ文化圏（広域的な地域文化圏）の特色を踏ま

費 えた文化事業や地域の伝統文化の復興や継承の取組 (50,000)

等への支援を実施

地域文化づくり事業費 みやこ文化圏の人づくりを進め、地域における文化

【新規】 活動を推進するための仕掛け人（コーディネーター） (3,500 )

を設置

４ 文化圏の活動拠点の充実 39,70 0

文化芸術施設整備費 文化芸術振興の「拠点」としての機能及び発信力を

強化するため、緊急度の高い施設や設備の充実・機 (39,700)

能回復を実施

５ 京都の文化芸術を世界に発信 25,00 0

「京都国際芸術祭２０ オール京都体制で２０１５年に国際芸術祭を開催す

１５（仮称）」開催準 るに当たり、府内外にＰＲ情報発信するとともに、 (25,000)

備事業費 【新規】 現代琳派をテーマとしたプレイベント等を実施

担当課名
文 化 政 策 課

課・担当 電話番号
075-414-4217

文化芸術振興課 075-414-4219

文化環境－２



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

教育委員会

事 業 名 こころを育む古典の日推進事業費

予 算 額 ２３，３００千円 新規・継続の別 一部新規

１ 目 的

「古典の日」の法制化を踏まえ、古典に親しみ、次世代へとつな

いでいくための新たな一歩を踏み出すため、他府県と連携した全国

展開活動や学校における古典教育の充実等を図る。

２ 事業内容

（１）学校における古典教育の充実（ 7,000 千円）【新規】
事 業 内 容 ・京都にゆかりのある和歌や古典作品等「古典」をテーマとした補

助教材の作成と教育の場での活用

目的

対象 （２）「古典の日 声に出して読もう in 京都」の開催（ 1,000 千円）
方法等 ・教育局ごとに実施する小中学生による古典文学の朗読・暗唱大会

（３）「古典の日」の推進（13,300 千円）
・「古典の日推進フォーラム」（11 月 1 日）の開催や「古典の日」
の普及・定着を図る

（４）他県と連携した全国展開活動（ 2,000 千円）【新規】
・富山県との連携によるシンポジウム（７月）を東京で開催し、「古

典の日」のみならず地域文化の魅力を首都圏で発信

担当課名
文化政策課

課・担当 電話番号
075-414-4239

学校教育課 075-414-5840

文化環境－３



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 「こころの京都百選」巡回展開催費

予 算 額 ３,１００千円 新規・継続の別 新規

１ 目 的

国民文化祭・京都２０１１及び京都文化年の成果を後世に伝え、京

都の文化芸術の振興を図るため、「こころの京都」をテーマに、現代

京都画壇を代表する作家により制作された日本画 100 点の展覧会を開
催する。

２ 事業内容

「こころの京都百選」の巡回展

事 業 内 容 展 示 点 数 ５０～１００点

展 示 場 所 京都府内

目的 展 示 時 期 平成２５年 春、秋

対象

方法等

＜参 考＞

平成２４年度開催「こころの京都百選」京都展

場 所 京都府京都文化博物館

期 間 平成２５年２月９日（土）～３月２４日（日）

担当課名 文化芸術振興課 課・担当 電話番号 075-414-4218

文化環境－４



平成２５年度 当初予算案主要事項説明

政 策 企 画 部

文 化 環 境 部

商工労働観光部

農 林 水 産 部

事 業 名 新・世界遺産事業費

予 算 額 ４１，７４２ 千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的

「和食」の無形文化遺産登録に向け、世界への発信の強化や保護・継承

を図るための取組を実施。また、京都府において世界文化遺産登録を目

指す「天橋立」「宇治茶」について、「暫定リスト」登録に向けた取組を

戦略的に実施する。

事 業 内 容 ２ 事業内容

(1) 「和食」の無形文化遺産 24,842千円

① 日本料理ワールドコンペティションの開催支援

目 的 ② 世界遺産登録記念イベントの開催

③「和食」の高等教育機関検討事業

対 象 ・検討会の開催、基本構想の策定

④ 体験型食育推進事業の実施（食文化の伝承）

方法等 (2) 「天橋立」の世界文化遺産 10,900千円

・国際的な基準や潮流に合致した提案書の作成

・天橋立世界遺産登録可能性検討委員会による検討・推進

・シンポジウム等開催による地元の協力・理解の促進

(3) 「宇治茶」の世界文化遺産 6,000千円

・国際的な基準や潮流に合致した提案書の作成

・日本茶・宇治茶の世界文化遺産登録検討委員会による検討・推進

・地元推進組織の設立とシンポジウム等開催による地元の協力・理

解の促進

計画推進課 075-414-4539

担 当 課 名
文化芸術振興課

課・担当 電話番号
075-414-4219

観 光 課 075-414-4837
農 政 課 075-414-4898

共 通－５



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ゼミナールハウス施設整備費

予 算 額 １５９，００４千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的

生涯学習拠点施設として､利用者の安全・安心の確保及び

利便性向上を図るため、ゼミナールハウスの耐震補強及び

浴室棟新築工事を実施

２ 事業内容

事 業 内 容 （１）利用者の安心・安全確保整備

本館（S51竣工）の耐震等改修工事の継続実施

目的

対象 ○25 工事費 １２０，１６９千円

方法等 工事期間 平成24年12月～平成25年7月

（２）利用者の利便性向上整備

別館前に浴室棟を新築整備

工 事 費 ３８，８３５千円

構 造 木造平屋建て

担当課名 文化政策課 課・担当 電話番号 075-414-4188

文化環境－６



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 祇園祭山鉾懸装品新調事業費補助金

予 算 額 １５，０００千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的

祇園祭山鉾懸装品のうち文化財的価値が高く、大型で貴重

な前掛・胴掛・見送りなどの懸装品を退役保存するため、そ

の代替として現代の意匠・染織技術の粋を集めた懸装品新調

事業に対して補助

事 業 内 容 ２ 平成２５年度新調事業計画

目的 新調点数 ４点（予定）

対象 事業費総額 ３７，５００千円

方法等 補助率 ２／５

担当課名 文化政策課 課・担当 電話番号 075-414-4521

文化環境－７



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 こころのふるさと京都の文化財保護事業費

予 算 額 １００，０００千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的

学術上又は文化的価値の高い貴重な文化財の保全を図るた

め、「文化財を守り伝える京都府基金」への寄附金等を活用

しながら、未指定文化財を含む文化財の保存、修理、防災対

策等を総合的に推進

２ 事業内容

事 業 内 容

(1) 文化財を守り伝える京都府基金等活用事業 99,000 千円
目的 ① 文化財の保存、修理

対象 国宝、重文等の修繕と合わせた有形文化財の保存・修理等

方法等 ② 文化財の防災対策

神社仏閣等歴史的建造物の耐震化工事、火災報知器の設置等

③ 未指定文化財の保全

美術工芸品等文化資料の補修、収蔵庫及び防犯設備等文化資

料保存施設の整備、民俗文化資料の保全、遺跡・名勝・天然記

念物の保全等

(2) 広報及び事業選定に係る経費 1,000 千円
事業選定に係る調査や会議開催、リーフレット作成等 PR 経費

担当課名 文化政策課 課・担当 電話番号 075-414-4521

文化環境－８



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 北山文化環境ゾーン整備費

予 算 額 ３，９４０，６８５ 千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的

北山地域が京都の文化・環境・学術の交流・発信拠点となるよう

「北山文化環境ゾーン」の施設整備を推進

事 業 内 容 ２ 事業概要

＜文化・学術エリア＞

目 的
▲

新総合資料館（仮称）整備関係事業費 902,546 千円

・国際京都学センター機能の創設

対 象 ・総合資料館と府立大学（文学部研究室・附属図書館）機能を

併設

方法等 ・所蔵資料の検索を容易にする統合データベースを構築

▲

教養教育共同化施設（仮称）整備費 2,928,139 千円

医大、府大、工繊大の３大学による教養教育共同化施設を整備

＜環境・交流エリア＞

▲

植物園再生事業費 110,000 千円

「日本一おもしろい、心やすらぐ植物園」をコンセプトに、植物

園の新たな魅力を満喫できるよう、けやき並木や園路等を整備

担当課名 文 化 政 策 課 課・担当 電話番号 075-414-4188

府大学振興課 075-414-4525

文化環境－９



平成２５年度当初予算案主要事項説明
文化環境部

事 業 名 新総合資料館（仮称）整備関係事業費

予 算 額 ９０２，５４６ 千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的

京都の歴史・文化に関する資料を収集・保存・調査・研究・提供

する「新総合資料館（仮称）」（府立大学文学部研究室・附属図書館

との連携施設）を整備

２ 事業概要

事 業 内 容

△

新総合資料館（仮称）本体工事

△

総合資料館の有する古文書、歴史的公文書や府大・医大附属図書

館等所蔵のデータを横断的に一括検索することのできる統合デー

目 的 タベースを構築

対 象

△

「国際京都学センター」の開設に向けて、国際シンポジウムを

開催

方法等

△

施設の概要

場 所 京都市左京区下鴨半木町

構 造 鉄骨造 地上４階地下２階

規 模 ２３，９３３㎡

機 能 ○ 「国際京都学センター」の設置

・全国的・国際的交流と情報発信

○ 総合資料館機能の充実

・京都に関する資料の収集・保存・提供

・調査・研究・学習・教育支援

○ 府立大学文学部・附属図書館との一体化

・国宝、歴史資料、専門図書など約１００万点

をワンフロアで閲覧

工 期 ２９ヶ月（平成２５年度～平成２７年度）

担当課名 文化政策課 課・担当 電話番号 075-414-4188

文化環境－９－１



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 教養教育共同化施設（仮称）整備費

予 算 額 ２，９２８，１３９ 千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的

北山文化環境ゾーンの検討報告や「教養教育の共同化及び施設利

用の推進に関する覚書」（平成２３年１月２５日付け）を踏まえ、

教養教育共同化施設を整備することにより、京都府立医科大学、京

都府立大学、京都工芸繊維大学の３大学による教養教育共同化等を

推進

事 業 内 容

２ 事業概要

目 的

対 象
△

教養教育共同化施設（仮称）本体工事及び周辺施設整備等

方法等

△

施設の概要

場 所 京都市左京区下鴨半木町

構 造 鉄筋コンクリート 地上３階

規 模 ９，１００㎡

機 能 ○ 教養教育の実施、３大学教養教育共同カリキュラ

ムの開講

○ ３大学連携研究・ゼミ等の実施、学生等の交流

工 期 １８ヶ月（平成２４年度～平成２５年度）

担当課・担当名 府大学振興課・府大学担当 課・担当 電話番号 075-414-4525

文化環境－９－２



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 植物園再生事業費

予 算 額 １１０，０００ 千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的

「日本一おもしろい、心やすらぐ植物園」をコンセプトに、植物園

事 業 内 容 の新たな魅力を満喫できるよう、けやき並木や園路等を整備

目 的 ２ 事業概要

対 象 ○ けやき並木等の再生整備【新規】

けやき並木などにおいて樹勢回復を行い、来園者に安心・安

方法等 全な並木等の再生保全事業を実施

○ 植物園路の整備【継続】

来園者の安心・安全のため、園路の舗装を実施

担当課名 文化政策課 課・担当 電話番号 075-414-4188

文化環境－９－３



平成２５年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 四季の彩り事業費

予 算 額 １０，０００ 千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的

府立植物園の持つ四季折々の魅力を更に向上させ、より多くの府

民に親しんでいただく憩いの場を提供

２ 開催内容

事 業 内 容

春：「桜林」のライトアップ（４月上旬）

ソメイヨシノ、しだれ桜のライトアップ

目 的 夏：早朝開園と朝顔展（７月下旬から８月）

大輪朝顔や変化朝顔 延べ約１,５００鉢展示

対 象

秋：名月鑑賞の夕べ（９月）

方法等 秋の植物園フェスティバル（１１月）

様々な事業と連携した展示等を実施

冬：観覧温室の夜間開演とクリスマスイルミネーション

（１２月下旬）

観覧温室をはじめ、北山門広場でのイルミネーション

早春：早春の草花展（２月から３月）

寒冷の時期にひと足早く春を楽しめるよう、

早春の草花を観覧ハウス内で展示

担当課名 文化政策課 課・担当 電話番号 075-414-4188

文化環境－１０



平成２５年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 私 立 学 校 教 育 振 興 補 助 金

予 算 額 ２６，８９４，２８７千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的

私立学校が京都府の学校教育において重要な役割を果たしているこ

とを踏まえ、私立学校の教育条件の維持・向上、保護者の教育費負担

を軽減

２ 主な事業内容

(1) 私立高等学校あんしん修学支援事業費 3,441,071千円

家庭の経済状況にかかわらず、修学の意志のある私立高校生が安

心して勉学に打ち込めるよう、修学費用負担を解消・軽減

▲

生保・リストラ世帯 → 国就学支援金とあわせ全額無償化

事業内容

▲

年収500万円未満世帯 → 国就学支援金とあわせ65万円まで助成

▲

年収 500～ 900万円世帯 → 年額５万円の学費軽減補助
目 的

対 象

方法等 (2) 高等学校等就学支援金（国制度） 4,025,508千円

授業料について一定額（低所得世帯の生徒は所得に応じて増額)

を助成（学校設置者が代理受領）

年収250万円未満 237,600円

年収250～350万円未満 178,200円

年収350万円以上 118,800円

３ 予算の内訳
区 分 予 算 額 (千円)

高 等 学 校 運 営 費 補 助 等 １７，０１８，１０３

中 学 校 運 営 費 補 助 ２，３４３，１７０
小 学 校 運 営 費 補 助 １，１６９，８７３
幼 稚 園 運 営 費 補 助 等 ５，６４９，０９１

専修・各種学校教育振興補助等 １２８，６６５
私 学 関 係 団 体 補 助 ５８５，３８５

計 ２６，８９４，２８７

担当課名 文 教 課 課・担当 電話番号 075-414-4517

文化環境－１１



平成２５年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 私立学校修学相談センター支援事業費

予 算 額 ３，５００ 千円 新規・継続の別 新規

１ 趣 旨

いじめ、体罰、不登校等の課題に対応するため、京都府私立中

学高等学校連合会が設置する修学相談センター（仮称）の運営を

支援する。

２ 修学相談センター（仮称）の概要

事 業 内 容 （１）設置者 京都府私立中学高等学校連合会

目 的 （２）設置時期 平成25年5～6月頃

対 象

方法等 （３）設置場所 京都市内

（４）事業内容

①教職経験者や臨床心理士等による、いじめ、体罰等の相談

②生徒・保護者へのカウンセリング

担当課・担当名 文 教 課 小・中・高校担当 課・担当 電話番号 075-414-4517

文化環境－１２



平成２５年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

健康福祉部

事 業 名 未入園児一時保育事業費

予 算 額 ８１，２４２千円 新規・継続の別 継続

１ 趣 旨

保育園、幼稚園に在宅で育児を行う保護者を登録し、相談事業を実施

するとともに、保育園での一時保育を推進

２ 事業概要

事業内容 （１）登録・情報提供事業

目 的 保育園・幼稚園に在宅で育児を行う保護者を登録し、保育所等から

対 象 相談事業や育児教室等、子育てに関する情報提供を実施

方 法 等

（２）子育て相談事業

子育て中の母親等の精神的不安・負担の軽減を図るため、保育園・

幼稚園で子育て相談、育児教室等を実施

（３）一時預かり事業

子育て中の母親等の育児教室への参加促進やリフレッシュを図るた

め、保育所における子どもの一時預かりを実施

担当課名
文教課 幼稚園・専修学校担当

課･担当 電話番号
075-414-4517

こども未来課 企画担当 075-414-4591

文化環境－１３



平成２５年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部・健康福祉部

事 業 名 京都府公立大学法人運営費交付金

京都府公立大学法人施設設備整備資金貸付金

予 算 額 １０，４４８，７９１ 千円 新規・継続の別 継続

１ 趣 旨

京都府立医科大学及び京都府立大学において、質の高い教育

研究等を実施することを通じて、府民の健康増進及び福祉の向

上等に貢献するとともに、中期計画期間に合わせた収支見通し

を立て、弾力的・効率的で透明性の高い運営の実現が行えるよ

う支援

事 業 内 容

２ 内 容

目 的

対 象 京都府立医科大学及び京都府立大学を設置・運営するため、

方法等 京都府公立大学法人に対し、その運営に必要な経費として、運

営費交付金等を措置

（単位：千円）

京都府公立大学法人運営費交付金 8,710,791

(京都府公立大学法人運営費交付金 8,118,282）

(北部医療センター(与謝の海病院)運営費交付金 592,509）

京都府公立大学法人施設設備整備資金貸付金 1,738,000

(京都府公立大学法人施設設備整備資金貸付金 1,671,000)

(北部医療ｾﾝﾀｰ(与謝の海病院)施設設備整備資金貸付金 67,000）

担当課名 府大学振興課 府 大 学 担 当 課・担当 電話番号 075-414-4525

医 療 課 府立病院担当 075-414-4750

文化環境－１４



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部・健康福祉部

事 業 名 医科大学附属病院機能強化検討費

予 算 額 ２，０００ 千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的

「京都府立医科大学附属病院の機能強化のあり方検討委員

会」の意見を踏まえ、京都府と医科大学附属病院で協議会を

設置し、具体的な機能強化の内容を検討

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的 京都府立医科大学附属病院の機能強化を図るための病棟整

備に向けて、具体的な整備内容の検討を行う。

対 象

（１）手術機能の強化、集中治療室の拡充

方法等 （２）高度検査・放射線治療機能の強化

（３）病棟等の患者アメニティ向上 など

担当課名 府大学振興課 府 大 学 担 当 課・担当 電話番号 075-414-4525

医 療 課 府立病院担当 075-414-4750

文化環境－１５



平成２５年度当初予算案主要事項説明

政策企画部・文化環境部・商工労働観光部・農林水産部

事 業 名 「エネルギー自給・京都」推進費（一部再掲）

予 算 額 １，９１１，３５０ 千円 新規・継続の別 新規・継続

１ 趣 旨
原発に依存しない社会を目指すとともに、府民生活や産業活動に不

可欠なエネルギーを安定的に確保するため、「エネルギー自給・京都」
の実現に向けた総合的なエネルギー政策を展開する。

２ 事業内容

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

文化学術研究都市推進室 075-414-5194
環 境 政 策 課 075-414-4703
エネルギー政策課 075-414-4297

担当課名 環 境 管 理 課 課・担当 電話番号 075-414-4709
地球温暖化対策課 075-414-4708
水 環 境 対 策 課 075-414-5211
商業・経営支援課 075-414-4822
ものづくり振興課 075-414-4849
林 務 課 075-414-5009

共通－16

（単位：千円）

ＩＣＴの活用等による新しい省エネ・節電社会の構築

◆ＥＶ・ＰＨＶ導入促進事業費 4,500
◆ＥＶ・ＰＨＶタウン推進事業費 8,088
◆事業者ＣＯ２削減対策事業費 20,748
◆府庁ＣＯ２削減推進費 4,300
◆中小事業者等エコ経営促進事業費 100,000
◆地球温暖化防止府民活動推進事業費 17,454
◆民活型総合庁舎省エネ推進事業費（新規） 1,000
◆中小企業緊急電力コスト負担軽減事業費（新規） 100,000
◆電気自動車等整備のための金利優遇制度 －
◆環境経営促進金利優遇制度－京都ＥＣＯレート－ －

再生可能エネルギーの最大限の導入拡大

◆けいはんなエネルギー未来都市づくり事業費 51,500
（けいはんなエネルギー未来都市創造事業費の一部）
◆府民力結集ソーラー発電推進事業費（新規） 29,400
◆スマート・エコハウス促進事業費 975,210
◆関西スタイルのエコポイント事業【関西広域連合事業】 －
◆エネルギー自立化対策事業費 100,000
◆太陽光発電のための金利優遇制度 －
◆木質バイオマス利用推進事業費（新規） 1,000
（京都材率先利用促進事業費の一部）
◆木質バイオマス産業創造事業費（新規） 416,650
（農林水産業基盤整備事業費の一部）

府民生活や産業活動を支えるエネルギーの安定供給の確保

◆エネルギー安定供給インフラ開発事業費（新規） 5,500
◆海藻バイオマス開発事業費 3,000
◆下水汚泥固形燃料化事業費（新規） 40,000
（流域下水道建設費の一部）
◆関西広域連合エネルギー検討会【関西広域連合事業】 －
◆京都エコ・エネルギー産業創出・普及事業費（新規） 251,248

（一部再掲）



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＥＶ・ＰＨＶ導入促進事業費

予 算 額 ４，５００ 千円 新規・継続の別 一部新規

１ 目 的

低炭素社会の実現に向けて、ＥＶ（電気自動車）やＰＨＶ

（プラグインハイブリッド自動車）のレンタカー等への導入を

支援することにより、府民・観光客等への啓発・ＰＲを進め、

運輸部門におけるＣＯ２削減に繋げる。

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的 ＥＶ等を導入するレンタカー事業者、タクシー事業者及び

運送事業者(※拡充)に対する導入助成

対 象 （京都市域は、府市協調（府1/2、市1/2）で実施）

・Ｅ Ｖ：上限６００千円/１台

方法等 ・ＰＨＶ：上限３００千円/１台

担 当 課 名 環境政策課 課・担当 電話番号 075-414-4703

共通－16－1



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 事業者ＣＯ２削減対策事業費

予 算 額 ２０，７４８ 千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的

京都府地球温暖化対策条例に定めた温室効果ガスの削減目標（平

成３２年度までに平成２年度比で２５％削減）を着実に達成してい

くため、産業・業務、運輸部門の事業者の省エネ対策等を促進する。

事 業 内 容

２ 内 容
目 的

(1) 事業者ＣＯ２削減対策事業 （１８，２４８千円）
対 象 ア 事業者排出量削減指導助言事業

大規模排出事業者等の計画的な削減対策を誘導するため、

方法等 技術面での高度な評価及び指導・助言を実施

イ 省エネ改善提案事業

事業所・工場に専門的知識を持ったアドバイザー等を派遣

し、設備の運転状況の確認、データの収集・分析による改善

提案を行うとともに、中小事業者への環境マネジメント導入

を支援することにより事業者のＣＯ２削減を推進

(2) 京都版排出量取引制度推進事業 （２，５００千円）
ア 京都独自クレジット制度の運営

国のクレジット制度を補完する京都独自のクレジット制度

の運営

イ 排出量取引制度推進事業

クレジットの創出や活用を促進するため、総合的に支援

(ア) 普及啓発

クレジット活用の普及・啓発

(イ) クレジット創出支援

クレジット創出のための手続等の支援

(ウ) マッチング支援

中小企業等と大規模排出事業者との間でのクレジット取

引の仲介等

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－16－2



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 中小事業者等エコ経営促進事業費

予 算 額 １００，０００千円 新規・継続の別 継続

１ 趣 旨
中小事業者における省エネ・節電設備の導入を支援することによ

り、京都版CO2排出量取引制度を活用したエコ経営を促進する。

２ 事業概要
事 業 内 容

京－ＶＥＲ創出促進事業

目 的 一定基準以上のCO2が削減される効率の高い
目 的 省エネ設備の導入を支援

対 象

対象事業者 中小企業者､社会福祉法人、医療法人等

方法等

補助対象 省エネ・節電対策につながる設備投資

①高効率省エネ設備であって、一定のCO2削減

補助要件
効果を有すること

②京都版CO2排出量取引制度によるクレジット

の創出

補助率等 事業費の１／３以内（上限：１０,０００千円）

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－16－3



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 地球温暖化防止府民活動推進事業費

予 算 額 １７，４５４ 千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的

「京都府地球温暖化防止活動推進センター」の活動を支援

し、家庭や地域における地球温暖化防止の意識啓発を図ると

ともに、環境対策に率先して取り組んでいる事業所等を「エ

コ京都21」として認定・登録し、環境活動を促進する。

事 業 内 容

２ 内 容

目 的

(1)「京都府地球温暖化防止活動推進センター」の活動支援

対 象 ○府民、市町村、団体等に対する情報提供、相談・助言

○京都府地球温暖化防止活動推進員の活動支援、研修等

方法等 ○府民のエコライフを推進する事業

・インターネット環境家計簿の運用

・「エコ親子認定事業」 等

(2)「エコ京都21」認定・登録

環境配慮活動に率先して取り組んでいる事業所等を認定・

登録

○地球温暖化対策部門

・温室効果ガスの削減に積極的に取り組んでいる事業所

○循環型社会形成部門

・廃棄物の排出削減に積極的に取り組んでいる事業所

○エコスタイル部門

・創意あふれる環境配慮活動を推進している学校、地域、

商店街、工場、事業場等

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－16－4



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 民活型総合庁舎省エネ推進事業費

予 算 額 １，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 目 的

府庁自身の地球温暖化対策を進める「府庁の省エネ・

創エネ実行プラン（平成２４年１２月策定）」の取組の

一つとして、民間事業者からの事業提案を受けて、総合

庁舎の照明の省エネ化を推進する。

事 業 内 容

２ 事業内容

京都府の１１総合庁舎の電力使用量の多くを占める照

目 的 明を、民間の省エネサービス事業を活用して初期投資な

しでＬＥＤ照明に切り換え、府庁のＣＯ２排出量を削減

対 象 するとともに、省エネ・節電のモデルとして府内のオフ

ィスビルに拡げていく。

方法等

※民間の省エネサービス事業

省エネ化で節減する電気料金でリース料金等を賄う方式により、

初期投資なしで省エネ機器への切換を支援するビジネス

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－16－5



平成２５年度 当初予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 中小企業緊急電力コスト負担軽減事業費

予 算 額 １００，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

電力コストの上昇の影響による経営悪化に対応するため、中小企業等

が取り組む省電力設備の導入によるコストダウンの取組に対して支援

２ 事業内容

補助対象者 府内に事業所を有する中小企業

（業種：製造業、卸売業、小売業、サービス業）

事 業 内 容 補 助 対 象 電力料金の削減が見込める省電力設備や機器の更新又は

事 業 新規導入（府内事業所への導入に限る）

目 的

対 象 補 助 要 件 既存設備や機器に要する電力消費量に対し導入後１５％

方 法 等 以上の高い削減効果が見込めるもの

平成２５年７月３１日までに導入が可能な事業

補 助 対 象 補助対象事業の実施に必要な設備等の購入経費等

経 費 設備導入に伴い、直接必要となる工事に要する経費

補 助 率 補助対象経費の１／２

（３００千円以上１，０００千円以内）

担当課・担当名 ものづくり振興課 中小企業育成担当 課･担当電話番号 075-414-5103

共通－16－6



平成２５年度 当初予算案主要事項説明

政策企画部
文化環境部

事 業 名 けいはんなエネルギー未来都市創造事業費（再掲）

予 算 額 ９９，０００ 千円 新規・継続の別 新規・継続

１ 目 的
けいはんな学研都市において、電気エネルギーの自給都市モデルを構築する
とともに、関西イノベーション国際戦略総合特区の要となる拠点整備の具体化
を図る。

事 業 内 容 ２ 事業内容

(1) けいはんなエネルギー未来都市づくり事業費 51,500千円

目 的
①未来都市創造事業費

対 象 学研都市内の同志社山手地区、精華・西木津地区、木津地区等において、
地域で消費するエネルギー（電気）の自給が可能となるモデルの構築を目

方法等 指し、多様なエネルギー関連機器を導入
・住宅スマート化（家庭への創エネ・省エネ・蓄エネ機器の導入支援）
・事業推進体制の整備 等

②未来都市体感・情報発信費
エネルギー未来都市の全体像や、関連する京都府の取組等をわかりやす
くアピールするための情報発信を実施

・未来都市のイメージの発信や、メガソーラーを活用した環境学習を行
う体験・学習ゾーンの整備運営
・首都圏や海外などターゲットを絞った情報発信

(2) けいはんなオープンイノベーション拠点整備事業費 12,000千円

関西イノベーション国際戦略総合特区の要の施設となるオープンイノベ
ーション拠点の整備に向け、関係大学等との協働により、施設利用を具体
化する事業スキームを策定

(3) 次世代型植物工場研究費 35,500千円

京都府立大学精華キャンパス内の太陽光発電・燃料電池を備えた植物工
場において、創エネ・省エネの次世代型植物工場の実証実験及び京都独自
の高機能性野菜の研究開発

文化学術研究都市推進室 075-414-5194
担 当 課 名 府大学振興課 課・担当 電話番号 075-414-4525

エネルギー政策課 075-414-4297

共通－16-7



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 府民力結集ソーラー発電推進事業費

予 算 額 ２９，４００ 千円 新規・継続の別 新 規

１ 目 的
太陽光発電の普及拡大を図るため、府が中心となって、府

内の土地や屋根、資金、人材などの資源を掘り起こし、結び
つけるためのマッチングやサポートを行うとともに、府有資
産を活用した太陽光発電事業を実施する。

事 業 内 容

２ 事業内容
（１）府民力活用プチ・ソーラー発電支援事業費 10,000千円

目 的 ア 府民等が多様な形で太陽光発電事業に参画できる枠組

みを提供

対 象 ①土地・屋根を持つ府民や事業者が自ら実施
②資金・ノウハウを持つ事業者やＮＰＯ等（ファンドを

方法等 活用した団体等）が民間の土地や屋根を借りて実施

イ 府の支援策
○事業支援会社等とのマッチング
○普及支援補助金（条件不利地改善経費の一部補助）
＊補助率：２分の１（上限 1,000千円）

（２）府有資産屋根貸し発電事業費 1,000千円

発電に適した府有資産（土地、建物の屋根）を民間
事業者等に貸し出し、発電事業を実施

（３）府立施設太陽光発電事業費 18,400千円

府立施設（府立植物園）に、府自らが太陽光発電設
備（４０ｋＷ）を設置して発電事業を実施

担当課名
エネルギー政策課

課・担当 電話番号
075-414-4297

地球温暖化対策課 075-414-4708

共通－16－8



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 スマート・エコハウス促進事業費

予 算 額 ９７５，２１０千円 新規・継続の別 継続

１ 趣 旨

住宅への再生可能エネルギー設備や省エネ設備の設置者に

対して、必要な資金を低利で融資することにより、エネルギ

ー効率が高く、環境への負荷が小さい次世代型住宅（スマー

ト・エコハウス）の普及を促進する。

事 業 内 容

２ 事業概要
目 的

府内にある次の住宅

対 象 対 象 住 宅 ①申込者自らが居住

②申込者と同居していない父母又は祖父母が

方法等 居住

①太陽光発電設備

②太陽熱利用設備

③ヒートポンプ式電気給湯器

融資対象設備 ④潜熱回収型高効率ガス給湯器

⑤家庭用ガスコージェネレーションシステム

⑥家庭用燃料電池

⑦家庭用蓄電池

融 資 限 度 額 ３，５００千円

利 率 年０．５％（固定金利）

融 資 期 間 １０年以内

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－16－9



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 エネルギー安定供給インフラ開発事業費

予 算 額 ５，５００千円 新規・継続の別 新 規

１ 目 的

エネルギーの安定供給を確保するため、環境負荷の少な

いＬＮＧ発電所、基地、パイプライン等の整備を促進する

ための調査を実施するとともに、「海洋エネルギー資源開発

促進日本海連合」の活動を通じ、日本海におけるメタンハ

事業内容 イドレート等の海洋エネルギー資源の開発を促進する。

２ 事業内容

目 的

（１）ＬＮＧインフラ整備促進調査費 4,500千円

対 象 ＬＮＧ発電所等の整備促進のための事業手法、採算性、

必要な環境整備等の調査を実施

方法等

（２）日本海海洋エネルギー資源開発促進費 1,000千円

構成府県と国等による円卓会議の開催、開発促進のため

の調査等を実施

担当課名 エネルギー政策課 課・担当 電話番号 075-414-4297

共通－16－10



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 海藻バイオマス開発事業費

予 算 額 ３，０００ 千円 新規・継続の別 継続

１ 目 的

丹後地域の資源を活用した地球温暖化対策の推進と新産業

の創出を図るため、産学公の連携により、海藻を活用したバ

イオ燃料の生成技術の研究開発を実施する。

事 業 内 容

２ 事業内容

○ 研究テーマ

目 的 丹後半島沿岸部などに生育するホンダワラ（海藻）から

燃料（バイオエタノール）を生成する先端的技術の実用化

対 象

○ 研究体制

方法等 京都大学、府（海洋センター、保健環境研究所）、民間

企業等による共同研究コンソーシアムにより推進

担 当 課 名 環境管理課 課・担当 電話番号 075-414-4709

共通－16－11



平成２５年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部・商工労働観光部

事 業 名 京都エコ・エネルギー産業創出・普及事業費

予 算 額 ２５１，２４８千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

緊急に実施する節電や省エネ対策及び新たなエコ・エネルギー産業創

出を、オール京都のプラットホームである京都産業エコ・エネルギー推

進機構を主体に、関係機関とのネットワークを活用し推進

２ 事業内容

(１）緊急節電・省エネ対策事業

①エネルギー自立化対策事業

電力使用量の削減など経営体質の強化に向け、エネルギーの自立化

等中小企業のエコ・省エネ経営を支援

②中小事業者等エコ経営促進事業

一定以上のＣＯ２が削減される効率の高い省エネ設備の導入を支援
事 業 内 容

③事業者ＣＯ２削減対策事業

目 的 中小事業者に省エネアドバイザー等を派遣し、改善提案を行うとと

対 象 もに環境マネジメントシステム導入を支援
方 法 等

（２）エコ産業創出事業

①京都企業グリーンイノベーション市場参入支援事業

研究開発、試作品開発、調査等を行う中小企業等を府市協調で支援

②京都力結集エコ住宅実証・普及プロジェクト事業

産学公で組織する「京都力結集エコ住宅普及・実証プロジェクト」

を主体にエコ・スマートライフの提案、製品開発技術の実証・開発を

実施

③エコ・エネ関連企業人材育成・製品認定事業

エコ・エネ関連企業の商品開発人材講座の開催及びエコ製品を「京

都エコスタイル製品」として認定し、情報発信や市場開拓等を支援

（３）情報発信等交流事業

環境・エネルギ－関連分野の企業群を育てるための情報発信や会員

交流を実施

３ 事業実施主体

一般社団法人京都産業エコ・エネルギー推進機構

担当課・担当名
地球温暖化対策課 推進担当

課･担当電話番号
075-414-4708

ものづくり振興課 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・産学公連携担当 075-414-4849

共通－16－12



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 不法投棄等防止対策事業費

予 算 額 ４１，６２８ 千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的

悪質・巧妙化する不法投棄等を防止するため、監視・指導の強化

を図るとともに、府民ぐるみで早期発見体制を確立し、不法投棄等

を許さない京都府づくりを推進する。

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的

（１） 悪質・巧妙化する不法投棄の監視・指導

対 象 ① 行政指導を無視する等の悪質な不法投棄等事案に対して、

機動班特別チーム（機動班ＳＴ）が集中的に対処

方法等 ② 産業廃棄物不法投棄等監視指導員を４拠点保健所に12名配置

し、休日も含めた監視指導を実施

（２） 府民と一体となった取組の推進

産業廃棄物不法投棄情報ダイヤルによる府民と一体となった

不法投棄の早期発見

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4227

文化環境－17



平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 産業廃棄物３Ｒ 支援センター事業費
スリーアール

予 算 額 ４５，２５０ 千円 新規・継続の別 継続

事 業 内 容 １ 目 的

一般社団法人京都府産業廃棄物３Ｒ支援センターにおいて、産業

廃棄物に係る３Ｒ（発生抑制・再使用・再生利用）の総合支援をワ

目 的 ンストップ・サービスで行うことにより、産業廃棄物の３Ｒを一層

推進する。

対 象

２ 事業内容

方法等
事 項 [予算内訳] 概 要

ネットワーク推進交流事業 ■減量・リサイクルに係る情報交換や意
[300千円] 見交換を行う協議会（産業界、処理業

界、大学研究機関、行政等）を開催

産業廃棄物３Ｒ支援センタ ■産業廃棄物の３Ｒに関する企業等への
ー運営事業 支援を、ワンストップ･サービスで総

[18,850千円] 合的に展開していく拠点の運営

【ワンストップ・サービス支援事業】

(1)ゼロエミッション・ア ■府内排出事業者等からの産業廃棄物の
ドバイザー派遣事業 ３Ｒに係る相談に対し、専門的知識を

[ 3,000千円] 有するアドバイザーを派遣し、取組を
支援

(2)産業廃棄物処理３Ｒ情 ■産業廃棄物の３Ｒに係る処理技術や処
報等提供事業 理業者等の情報を提供し取組を支援

[ 2,100千円]

(3)リサイクル技術開発・ ■産業廃棄物の３Ｒに係る研究や技術開
施設整備補助事業 発等、リサイクル施設等整備に対する

[20,000千円] 支援

(4)３Ｒ人材育成等支援事 ■排出事業者自らが産業廃棄物の３Ｒ及
業 び適正処理に関する意識向上、先進事

[ 1,000千円] 例等を紹介する講習会等を開催
[ 700千円]

■産業廃棄物処理業者等を対象に開催す
る研修会に対する補助 [ 300千円]

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4714
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 海岸漂着物地域対策推進事業費

予 算 額 ２５，０００ 千円 新規・継続の別 新 規

１ 目 的

地球温暖化対策等推進基金を活用し、海岸漂着物の回収・処理及

び「スポーツＧＯＭＩ拾い」等の海ごみ発生抑制に係る啓発事業を

実施する。

事 業 内 容

２ 事業内容

（１）海岸漂着物等の回収及び処理

目 的 府北部の海岸漂着物等の回収及び処分事業を実施

対 象 （２）海岸部・内陸部における発生抑制対策

海岸漂着物の発生抑制について啓発するため、一定のルール

方法等 の下で、楽しみながら清掃する「スポーツＧＯＭＩ拾い」等を

実施

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4730
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 生物多様性戦略総合対策事業費

予 算 額 ３４，９８７ 千円 新規･継続の別 一部新規

１ 趣 旨

府内の豊かな自然環境を次代に継承するため、「京都府生物多様

性地域戦略」を策定し、レッドデータブックの更新、「絶滅のおそ

れのある野生生物の保全に関する条例」に基づく府民協働による希

少種保全活動の支援、生態系に悪影響を及ぼす特定外来生物対策等

事 業 内 容 を推進する。

２ 事業内容

目 的 （１）京都府生物多様性地域戦略・レッドデータブック更新事業

・生物多様性地域戦略の策定

対 象 ・京都府レッドデータブックの更新

方法等 （２）絶滅のおそれのある野生生物保全対策事業

・条例に基づく指定希少野生生物の保全回復事業の実施

・府民協働による保全回復事業の支援

（３）生態系維持回復事業

・京都府自然環境保全地域における下層植生の復元等生態系維持

回復事業の実施

（４）特定外来生物対策事業

・関係機関、地元住民と協働し、アルゼンチンアリの一斉防除を

実施

担 当 課 名 自然環境保全課 課・担当 電話番号 075-414-4706
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 山陰海岸世界ジオパーク推進事業費

予 算 額 ４，５８０ 千円 新規・継続の別 継続

１ 趣 旨

世界ジオパークネットワークの認定を受けた、山陰海岸ジオパー

クの優れた地質資源の保全と活用を通じた広域観光や学術交流を推進

し、北部地域の活性化を図る。

事 業 内 容 ２ 事業内容

（１）「山陰海岸ジオパーク推進協議会」に対する負担金

・海外とのネットワーク形成、地質資源の調査研究、フォーラム開

催などを実施する「山陰海岸ジオパーク推進協議会」への負担金

目 的 （２）府域におけるジオサイトへの誘導標識等整備

・山陰海岸ジオパークへの効果的な誘導を図り、ジオサイトの魅力

対 象 を体験できるように、誘導標識等を整備

方法等

担 当 課 名 自然環境保全課 課・担当 電話番号 075-414-4378
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 丹後海と星の見える丘公園整備費

予 算 額 １６,５００ 千円 新規・継続の別 新規

１ 趣 旨

丹後海と星の見える丘公園において、府民の多様なニーズに対応

できるよう施設の拡充整備を行い、公園の更なる魅力向上と利用促

進を図る。

２ 事業内容

事 業 内 容 （１）星空広場整備

・キャンプファイヤーや星空観察、テント宿泊等が可能な多目的広

場を整備し、新たな環境学習プログラムを充実させることにより、

環境学習の拠点としての魅力向上を図る

目 的 （２）宿泊棟改修整備

・ファミリー層のニーズが高い和室仕様に改修するとともに、一部

対 象 間取りを変更して宿泊定員の増加を図る

方法等

担 当 課 名 自然環境保全課 課・担当 電話番号 075-414-4378
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 新規国定公園指定調査費

予 算 額 １５,０００ 千円 新規・継続の別 新規

１ 趣 旨

由良川及び桂川上中流域に形成された豊かな生態系と日本の原風

景とも言える暮らしと文化を適切に保全して、次世代へと継承して

いくとともに、地域活性化にも寄与することを目的として、国定公

園の新規指定に向けた調査を実施する。

事 業 内 容

２ 事業内容

地元住民や関係市町等との調整を図りながら、公園区域の指定に必要

となる現地自然調査や公園計画案の作成を実施

目 的

対 象

方法等

担 当 課 名 自然環境保全課 課・担当 電話番号 075-414-4378
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平成２５年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜水道事業会計＞

府 営 水 道 施 設 更 新 ・ 耐 震 化 事 業 費

予 算 額 １，０５８，３８０千円 新規・継続の別 継 続

予算額
事業名 内容

（千円）

事 業 内 容 府営水道送水管路更新
31,670 宇治系送水管路詳細設計

・耐震化事業費

目 的 乙訓浄水場
府営水道浄水施設耐震

112,000 急速ろ過池耐震化工事
対 象 化事業費

浄水池耐震化詳細設計

方法等

木津浄水場

府営水道浄水施設更新 揚水ポンプ棟電気設備更新工事
914,710

等事業費 宇治浄水場

オゾン発生装置増設工事
ほか

担当課名 建設整備課 課・担当 電話番号 075-414-5483
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平成２５年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜工業用水道事業会計＞

工 業用 水道 施 設更 新・ 耐 震化事 業費

予 算 額 １３９，４００千円 新規・継続の別 継 続

予算額
事業名 内容

（千円）

事 業 内 容

長田野工業団地及び綾部工業団地

目 的 工業用水道施設更新 へ送水する工業用水道の設備更新
139,400

・耐震化事業費

対 象 配電盤更新 １式

浄水薬品貯蔵槽更新 １基

方法等

担当課名 建設整備課 課・担当 電話番号 075-414-5483
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平成２５年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

生 活 ・ 交 通 基 盤 整 備 事 業 費

事 業 名 農 林 水 産 業 基 盤 整 備 事 業 費

流 域 下 水 道 建 設 費

予 算 額 ３，８６９，９４０千円 新規・継続の別 継続

【公共事業費・単独公共事業費】

課名 事 業 名 事業主体 予算額（千円）

自然 生活・交通基盤整備事業費 府・市町村 111,829

環境 （自然公園施設整備費等）

目 的 保全

課 小 計 111,829

対 象

水 生活・交通基盤整備事業費 府 8,000

方法等 環 （都市公園施設整備費）

境

対 農林水産業基盤整備事業費 市町村 133,170

策 （農業集落排水事業費）

課

下水道企画調査費等 府 9,964

流域下水道建設費 府 3,606,977

小 計 3,758,111

合 計 3,869,940

自然環境保全課 075-414-4378

担当課名 水環境対策課 課・担当 電話番号 075-414-5210

075-414-5211
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